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入間市EV活用再生可能エネルギーマネジメント事業
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• 市役所では、平日日中に公用利用しているＥＶ（電気自動車）を、夜間や休日に市民
の皆様にも手軽にご利用いただけるシェアリングサービスを開始し、２年半が経とう
としています。

• この事業は、職員が公用車を利用する際のＣＯ２排出量を削減するとともに、市民の
皆様にもＥＶを身近に感じていただき、ゼロカーボンシティを目指す入間市のフラッ
グシップ事業として様々な媒体でＰＲしてきました。

• また、導入したＥＶは、市が開催するイベントで電源として使用したり、災害等によ
る停電時を想定した防災訓練を実施したりと、様々な用途で活用しています。

• 参加者の皆様には、どれだけの効果を得られたのかを知っていただき、ＥＶを利用し
た感想や、ＥＶシェアリングが市民意識に与える影響など、ＥＶシェアリングの今後
のあり方について語り合っていただきます。

• そのほか、脱炭素や地球温暖化対策についての意識啓発として、ＥＶシェアリングを
もっと活用してもらうアイディアがあれば教えてください。

• 皆さんの発言は、ＥＶシェアリング事業の今後に活用します。
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参加者数と年代

年代
参加者数
（人）

割合

10代 3 3.4%

20代 8 9.0%

30代 10 11.2%

40代 11 12.4%

50代 20 22.5%

60代 10 11.2%

70代 9 10.1%

80代 2 2.2%

未回答 16 18.0%

計 89
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発言の内訳

分類 人数

発言者 11人

発言 22件

投稿内容 投稿数

課題 14

アイディア 4

長所 1

短所 4

課題

61%

アイディア

18%

長所

4%

短所

17%

投稿内容

課題 アイディア 長所 短所
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キーワードクラウド、頻出単語ランキング

順位 単語 回数

1 ev 26

2 利用 23

3 シェアリング 22

3 市民 22

5 e v 19

5 事業 19

7 活用 16

8 意見 13

9 入間 11

10 場所 10
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グルーピング分析

• 投稿内容をグループに分類 ※複数のグループに属する意見あり

1. 設置場所（8件）

2. 活用アイディア（5件）

3. 災害時利用（4件）

4. 事業への疑義（3件）
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分類別の代表的な意見 （発言内容は意味が変わらない程度に修正）

1. 設置場所

• 家や職場等から歩いて行ける場所にないと使いたくても使いづらいです。

• 使った人って、半径どのくらいの所から利用しに来たんでしょうね。試していく
とかの感覚だったのかな？そもそも、わざわざ離れている所まで行って利用する
メリットって何があるんだろうか?近くなら普段は歩いてるけど、チョット買い
物にとかは考えられるけどな…

• 今後、地区センタ―（９ケ所）に設置する予定と思われますが、使用状況がよく
なるとは思いません。地区センタ―の職員は本庁に行く時には使うので、市民が
使う時間は限られます。各地区センタ―の地域では、自家用車の所有が殆んどで
すし、安全運転の為には慣れた自家用車を使うのではないでしょうか？

10



分類別の代表的な意見 （発言内容は意味が変わらない程度に修正）

2. 活用アイディア

• EVシェアリングをもっと知ってもらい、たくさん使ってもらうために、イベント
で使ってみたり、観光する時の車として使ってみたりしてもらうといいのではな
いかと思います。また、有名な企業と一緒にイベントを行ってみるのもいいと思
います。

• ニーズ調査の為に一定時間までの無料利用とかも一案だと思う。

• 市民の高齢化により、今後免許返上する方が増えていくと思います。EVシェアの
乗合タクシーなど併用はできないものでしょうか？タクシー券がなくなり困って
いる高齢者の声をよく聞きます。

• 地域の自治会や青パトなど車の維持費がかかっていると思います。青パトとして
活用したり、荷物を積める車種（軽ワゴン）だと活用の幅が広がるのではないか
と思いました。
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分類別の代表的な意見 （発言内容は意味が変わらない程度に修正）

3. 災害時利用

• 防災レジリエンスの強化も目的の一つであれば、協定などによりスーパーなどの
駐車場を多く抱える企業の協力を得て施設を増やすということができると良いと
思います。

• 災害があった場合の電源としての利用は副次的なものだと思うので、災害時の備
えが目的なのであれば、ポータブル電源とかの方が維持も楽そうだしお金もかか
らないのかと思いました。
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分類別の代表的な意見 （発言内容は意味が変わらない程度に修正）

4. 事業への疑義

• EVシェアリングが活用されないのは市民が無関心だから──という見立てに対し
て、「そもそもなぜこの事業が始まり、どう評価され、どのように市民に伝えら
れてきたのか」を問わずに「活用のための議論をしよう」とするのは、原因と対
策の論点をすり替えたアプローチです。

• 市の意見にＥＶ利用における脱炭素化とかＥＶカー購入への意識とかがあるけど、
チョットお粗末な話かなと思う。官民協働の事業としては、一定の評価はできる
けど脱炭素化って、ＥＶカーでは出来ない話ですよね。そこプッシュしたいなら、
水素カーとかの方がまだ良かったね。もっとも水素カーも脱炭素化にはほど遠い
けどね。どうも、今の状況は、ＥＶカーシェアの先行きには暗雲が出てきた感じ
ですね。

• 課題は、設置台数の少なさよりも仮想ユーザの想定が適切なのか?想定ユーザの
利用目的として、適切に考えられているのか？
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意見のまとめ

• 設置場所が悪く利用者が限定されていると考えられる。また、利用者の想定が甘
いのではないか。

• 利用促進のために、イベントに活用する、料金を安くするなどの対応をしてはど
うか。

• 災害対応の目的のためにはもっと設置場所を増やすか、EV以外の電源確保をした
方が良い。

• 脱炭素目的としては、EVよりも水素カーなどもっと有用なものがあったのではな
いか。
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